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つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
平
成
十
七
年
秋
の
開
業
を
目
途
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
流
山
市
、
柏
市
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
�
な
ど
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
Ｐ
Ｒ
と
沿
線
住
民
の
方
々
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
流
山
市
と
柏
市
の
二
会
場
で
、

「
レ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク
千
葉
県
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
開
通
後
に
は
歩
く
こ
と
が
で
き
な

い
線
路
の
上
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

納税・納付は便利な口座振替で

●市・県民税（第２期）
●国民健康保険料（第２期）●介護保険料（第２期）

【
流
山
会
場
の
コ
ー
ス
】

集
合
場
所
の
「
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
」
か
ら
解

散
場
所
と
な
る
「
南
流
山
駅
」

ま
で
の
片
道
コ
ー
ス
（
二
・

二
�
）
で
す
。

【
柏
会
場
の
コ
ー
ス
】

集
合
場
所
の
「
柏
の
葉
キ

ャ
ン
パ
ス
駅
」
か
ら
「
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
」
方
面
に

向
か
い
、
一
・
五
�
地
点
で

折
り
返
し
と
な
る
往
復
コ
ー

ス
（
三
・
〇
�
）
で
す
。

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

レ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク
千
葉
県
大

会
」
は
、
流
山
と
柏
の
二
会

場
で
開
催
し
ま
す
。
希
望
す

る
会
場
を
選
ん
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
流
山
会

場
へ
は
豊
四
季
駅
か
ら
、
柏

会
場
へ
は
柏
駅
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
臨
時
無
料
バ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
安
全
に
は
十
分
配

慮
し
ま
す
が
、
工
事
現
場
の

た
め
足
場
の
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
９
月
11
日
�
９

時
〜
11
時
30
分
（
雨
天
等
の

場
合
は
変
更
あ
り
）
▽
集
合

場
所
＝
�
流
山
会
場
…
流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
�
柏

東
日
本
で
最
古
の
「
墨ぼ

く

書し
ょ

土ど

器き

」
を
、
き
ょ
う
一
日
か

ら
博
物
館
で
展
示
し
ま
す
。

墨
書
土
器
と
は
、
表
面
に

墨
で
文
字
の
書
か
れ
た
土
器

の
こ
と
で
、
今
回
展
示
す
る

土
器
は
、「
市い

ち

野の

谷や

宮み
や

尻じ
り

遺い

跡せ
き

」（
西
初
石
五
丁
目
）
で

出
土
し
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
東
日
本
で
出
土

し
た
墨
書
土
器
で
は
、
七
世

紀
後
半
の
も
の
が
最
も
古
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
土
器
は
一
気
に
四
百
年
も

古
い
「
古
墳
時
代
前
期
（
三

世
紀
末
）」
の
も
の
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
貴
重

な
墨
書
土
器
を
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
８
月
１
日
�
〜

29
日
�
９
時
30
分
〜
17
時

（
月
曜
を
除
く
）
▽
場
所
＝

博
物
館
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

会
場
…
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

駅
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
▽
対
象
／
定
員
＝

小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
／
各
会
場

１
０
０
０
人
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
帽
子
、
水
筒
※
線
路
内

は
当
日
の
天
候
に
よ
り
相
当

の
暑
さ
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
暑
さ
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
（
返
信
用
に
代
表
者
の

宛
名
）
を
明
記
し
、
８
月
10

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と

交
差
す
る
東
武
野
田
線
の
初

石
駅
―
豊
四
季
駅
間
（
西
初

石
六
丁
目
）
で
、
新
駅
（
仮

称
）「
流
山
新
市
街
地
駅
」

（
正
式
な
駅
名
は
、
今
後
決

定
さ
れ
ま
す
）
＝
イ
ラ
ス

ト
・
完
成
予
想
図
＝
の
駅
舎

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
」

の
乗
換
駅
と
し
て
利
便
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
新
駅

は
、
鉄
骨
二
階
建
て
の
橋
上

駅
舎
。
二
面
二
線
ホ
ー
ム
で
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
二
基
）、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
四
基
）
を
備

え
ま
す
。
総
工
費
は
約
二
十

七
億
円
で
、
本
市
と
都
市
再

生
機
構
（
旧
都
市
基
盤
整
備

公
団
）
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

�
流
山
会
場
を
希
望
の
方
は

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
都
市
計
画
課
「
レ
ー

ル
ウ
オ
ー
ク
」
係
へ
�
柏
会

場
を
希
望
の
方
は
〒
２
７
７

―
８
５
０
５
柏
市
役
所
北
部

整
備
課
「
レ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク
」

係
へ
※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き

４
人
ま
で
、
重
複
申
し
込
み

は
無
効
。
８
月
下
旬
に
参
加

の
可
否
を
通
知

□問
流
山
市
都
市
計
画
課
�

７
１
５
０
―

６
０
８
７
／
柏

市
北
部
整
備
課
�
７
１
６
７

―

１
２
４
９

公民館では、墨書土器の展示に合わせ、古墳時代の
流山や市野谷宮尻遺跡などについて学習する｢市民教養
講座｣を開催します。古墳時代前期（３世紀末）の流山
を一緒に考えてみませんか。
▽日程／内容＝別表のとおり▽場所＝文化会館▽対
象／定員＝市民／300人（先着順）▽参加費＝無料▽申
し込み＝当日直接会場へ※８月28日は、会場の都合に
より駐車場は使用できません。詳細は問い合わせを
□問文化会館�７１５８－３４６２

東武野田線新駅の完成予想図

流山市のホームページアドレス
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/
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つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
来
秋
開
業古墳時代の流山を考えよう!

市民教養講座を開催

流
山
会
場
か
柏
会
場
の

ど
ち
ら
か
選
び
応
募
を

駅
舎
建
設
始
ま
る

初
石
〜
豊
四
季
駅
間
に
新
駅

「
久
」
の
文
字
が
書
か
れ
た

墨
書
土
器

東
日
本 

墨
書
土
器
を
展
示 

最
古
の 

市民教養講座の日程表 
日　程 

8月14日…�
14：00～16：00

千葉県文化財センター職員 

栗田　則久さん 
千葉県文化財センター職員 

加藤　修司さん 
国立歴史民俗博物館教授 

平川　南さん 

8月22日¶�
14：00～16：00

8月28日…�
14：00～16：00

1

2

3

学習内容 講　　師 

市野谷宮尻遺跡の集落
の変遷 

千葉県における前期の
古墳 

日本列島における初期
の文字文化とその背景 

第29回流山花火大会
（流山花火大会実行委員会主催）

新選組・ながれやま夏まつり

市民芸術劇場「小椋 佳～歌談の会～」

日　　時 8月21日�18時30分～

（雨天･荒天の場合は8月28日に順延）

場　　所 流山1～3丁目地先の江戸川堤

（流山駅または平和台駅で下車。徒歩5分）

▽日時＝８月21日�10時～18時※雨天・荒

天の場合は８月28日に順延▽場所＝文化会館

▽内容＝新選組ステージイベント、ゆかたコ

ンテスト、新選組物産展、市内商工業者の屋

台ブース、市民フリーマーケットなど

【屋台ブース・フリーマーケット出店の申し
込み】
ＮＰＯ法人エヌ・ブランド（塚原�０９

０－８５８２－１３８１）へ

【ゆかたコンテスト出場の申し込み】
新選組流山隊実行委員会（志賀�０９０－
３５７３－１３８５）へ
□問新選組流山隊実行委員会事務局�７１５
０－６３０８

第56回｢流山市民芸術劇場｣（同実行委員会主催）を、10月23日

に開催します。｢夢芝居｣などのヒット曲で有名な小椋佳さんが歌

います。また、興味深い裏話などのトークも見どころです。

▽日時＝10月23日�15時（開演）～▽場所＝文化会館大ホー

ル▽入場料（全席指定）＝4,000円※８月29日から販売▽チケ

ット販売場所＝文化会館、各公民館、

南流山センター、イトウミュージック

シティ（イトーヨーカドー流山店３階）、

読売新聞	青木新聞ＹＣ初石支店、朝

日新聞�アーツＡＳＡ江戸川台、電子

チケットぴあ（Ｐコード１７６―９７

２）

□問生涯学習課内・同実行委員会事務

局�７１５０－６１０６

内　　容 打ち上げ花火、とうろう流し

交通規制 当日18時から20時30分まで、会場

周辺で交通規制が行われます（図
参照）※会場へは、電車かバスを

ご利用ください

そ の 他 ・とうろう（1,000円）は21日まで、

有料観覧席（２人１組10,000円）を

希望の方は10日までに申し込みを

・ごみは、各自持ち帰りをお願いします
□問流山花火大会実行委員会 （流山市商工

会内）�７１５８－６１１４

花
火
大
会
交
通
規
制 

※
　

は
通
行
止 

至松戸 

本
部 

消
防
署 

県
道
松
戸
野
田
線 至
柏 

至野田 

流山駅 

平和台駅 

市
役
所 

江
戸
川

江
戸
川 

江
戸
川 

流
山
橋 

花火大会同日イベント

チケット販売は29日から

東武野田線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
来
秋
開
業

９
月
11
日
に
レ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク
大
会
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市
で
は
、
気
軽
に
楽
し
み

な
が
ら
健
康
管
理
や
体
力
ア

ッ
プ
が
図
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
毎
週
火
曜

日
と
金
曜
日
に
ウ
オ
ー
タ
ー

ビ
ク
ス
講
習
会
を
、
毎
週
日

曜
日
に
東
深
井
地
区
公
園
な

ど
市
内
五
会
場
で
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
も
う
ひ
と
つ
の
お
勧
め

は
、
昭
和
五
十
三
年
に
流
山

市
で
誕
生
し
た
「
へ
ル
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」
で
す
。
こ
れ

は
、
長
径
九
十
セ
ン
チ
、
短

径
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
だ
円

形
の
ボ
ー
ル
を
使
う
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
似
た
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
大

き
く
し
た
よ
う
な
ボ
ー
ル
は

空
中
で
不
規
則
な
変
化
を
す

る
た
め
、「
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

へ
飛
ん
で
い
く
か
ら
お
も
し

ろ
い
」
と
人
気
で
す
。

こ
の
よ
う
な
講
習
会
な
ど

を
通
じ
て
、
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
は
い
か
が
で
す

か
。

ー
ム
の
成
績
で
念
願
の
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

夏
、
真
っ
盛
り
。
冷
房
の
効
い
た
部
屋
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
き
り

で
は
、
健
康
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
で
も
、
気
軽
に
楽
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
身
体
を
動
か
し
、
夏
バ
テ
を
し
な
い
体
力
づ
く
り
を
�
。

�
入
院
時
食
事
療
養
費
の

減
額
申
請

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
老

人
保
健
の
該
当
者
が
、
入
院

中
に
一
部
負
担
す
る
食
事
費

用
に
係
る
「
入
院
時
食
事
療

養
費
」
の
減
額
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
負
担
額
は
表
１

気
軽
に
楽
し
め
る
流
山
生
ま
れ

の
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

告
書
の
内
容
（
自
作
地
、
小

作
地
、
貸
付
地
）
を
確
認
し
、

八
月
九
日
ま
で
に
農
家
組
合

長
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
と
し
か
ら
、
昨
年
の

申
告
書
を
元
に
申
告
書
の
内

容
を
訂
正
・
記
入
し
て
い
た

だ
く
様
式
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
提
出
が
な
い

場
合
に
は
、
各
種
証
明
書
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

□問
農
業
委
員
会
事
務
局
�

７
１
５
０
―

６
１
０
２

東
　
飾
地
区
第
10
回
ヘ
ル

ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

流
山
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝

七
月
四
日
、
東
　
飾
地
区

ス
ポ
レ
ク
祭
第
十
回
ヘ
ル
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
沼
南

町
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
、

流
山
市
代
表
の
チ
ー
ム
が
総

合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
教
育
委

員
会
と
県
体
育
指
導
委
員
連

合
会
の
主
催
で
我
孫
子
市
、

鎌
ケ
谷
市
、
野
田
市
、
沼
南

町
、
流
山
市
の
代
表
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

流
山
市
は
、
T
A
N
U
K
I

T
A
N
U
K
I

た

ぬ

き

（
Ａ
）、
T
A
N
U
K
I

T
A
N
U
K
I

た

ぬ

き

（
Ｂ
）、

コ
ン
ド
ル
の
三
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
＝
写
真
。

各
市
・
町
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
三
チ
ー
ム
が
三
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
、
熱
戦
を
展
開

し
、
流
山
市
の
チ
ー
ム
は
優

勝
二
チ
ー
ム
、
準
優
勝
一
チ

9月から11月まで、全国消費実

態調査が行われます。

この調査は、国や都道府県の各

種行政施策や消費・経済を分析す

るために行われるもので、主な内

容は家計簿を記入していただくこ

とです。なお、調査内容は本統計

以外の目的に使用することはあり

ません。

7月下旬から8月にかけて、調査

員が市内約1,000世帯のお宅に伺い

ますので、ご協力をお願いします。

□問企画政策課�７１５０－６０６４

公
共
施
設
運
営
を
改
善

ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
な
た
の
声
を
！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

市
で
は
、
所
有
農
地
お
よ

び
耕
作
地
に
関
す
る
農
地
の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
農
地
の
権

利
移
動
、
農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
録
、
農
業
者
年
金

の
受
給
な
ど
の
資
料
と
な
る

も
の
で
、
市
内
で
農
業
を
営

み
、
十
ア
ー
ル
（
小
作
地
を

含
む
）
以
上
の
農
地
を
耕
作

ま
た
は
所
有
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。

各
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

各
農
家
に
配
布
し
て
い
る
申

共
施
設
の
目
指
す
べ
き
方
向

と
運
営
の
改
善
に
向
け
て
の

意
見
を
伺
い
、
よ
り
良
い
公

共
施
設
の
運
営
の
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
調
査
は
無
記
名
で

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

今
月
十
五
日
ま
で
、
市
内

の
公
共
施
設
の
窓
口
で
「
流

山
市
の
公
共
施
設
の
利
用
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
公
民
館
や

体
育
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
、
福
祉
会
館
、
図
書
館

な
ど
の
公
共
施
設
を
利
用
し

て
い
る
皆
さ
ん
に
今
後
の
公

あなたの健康健康バックアップ あなたの健康健康バックアップ あなたの健康バックアップ 

入
院
中
の
食
事
代
な
ど
を
軽
減

８
月
２
日
か
ら
申
請
受
け
付
け

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健

農
地
の
実
態
調
査

８
月
９
日
ま
で
に
提
出
を 

�������������
�������������
全国消費実態調査に

ご協力を

表3　国民健康保険の自己負担限度額（月額） 

※上位所得者：国民健康保険料の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が
670万円を超える世帯 

表4　老人医療の自己負担限度額（月額） 

※入院時の食事代や差額ベッド代などは支給対象となりません 
※一定以上の所得のある人：老人保健に該当する方および70歳以上の方で、課税
所得が124万円以上の方がいる場合。ただし、老人保健該当者および70歳以上
の方の収入合計が、2人以上の場合は637万円未満、1人の場合は450万円未満で
あると申請した場合は、「一般」の区分となります 
※低所得�：世帯主および世帯全員が住民税非課税の方 
※低所得�：世帯主および世帯全員が住民税非課税で各種所得等から必要経費・控
除を差し引いた所得が0円となる世帯に属する方 

上位 
所得者 

一　　般 
低所得� 
低所得��

一定以上の 
所得がある人 

3 回 目 ま で  4回目以降 

一　般 （医療費が241,000円を超えた場合は、超えた分の1%を加算） 40,200円 

139,800円 
（医療費が466,000円を超えた場合は、超えた分の1%を加算） 77,700円 

住民税非 
課税世帯 35,400円 24,600円 

外来の限度額（個人ごとに計算） 入院および世帯ごとの限度額 

40,200円 

72,300円＋（実際にかかった医療費－
316,500円）×１% 
※過去12カ月間に4回以上の自己負
担額を超えた支給があった場合、4
回目以降は40,200円 

12,000円 

8,000円 

40,200円 
24,600円 
15,000円 

72,300円 

を
参
照
。

�
入
院
時
一
部
負
担
金
限

度
額
適
用
認
定
の
申
請

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
高
齢

受
給
者
や
老
人
保
健
該
当
者

は
、
同
じ
病
院
に
入
院
し
た

場
合
、
一
カ
月
に

支
払
う
入
院
時
一

部
負
担
金
が
二
万

四
千
六
百
円
ま
で

と
な
る
「
入
院
時

一
部
負
担
金
限
度

額
適
用
認
定
」
の

申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
限
度
額
は

表
２
を
参
照
。

障
害
認
定
を
受
け
れ
ば

老
人
保
健
の
該
当
に
　

老
人
保
健
該
当
者
は
昭
和

七
年
九
月
三
十
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
す
が
、
六
十
五

歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

申
請
を
し
て
障
害
認
定
を
受

け
れ
ば
、
老
人
保
健
該
当
者

に
な
り
、
老
人
医
療
受
給
者

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
申
請
の
際
に
は
、

障
害
者
手
帳
や
健
康
保
険
証

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
該
当
要
件
＝
�
身
体
障

害
者
手
帳
の
１
〜
３
級
の
方

�
身
体
障
害

者
手
帳
の
音

声
機
能
、
言

語
機
能
ま
た

は
そ
し
ゃ
く

機
能
障
害
で

４
級
の
方
�

身
体
障
害
者

手
帳
の
下
肢

機
能
障
害
で

４
級
の
第
１
・
３
・
４
号
に

該
当
の
方
�
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
〜
２
級
の
方

�
療
育
手
帳
の
重
度
の
方

国
民
健
康
保
険
の

高
額
療
養
費
　

平
成
十
六
年
八
月
の
診
療

分
か
ら
、
平
成
十
五
年
中
の

所
得
に
よ
り
自
己
負
担
限
度

額
が
算
定
さ
れ
ま
す
（
表
３

参
照
）。
な
お
、
所
得
の
申

告
が
な
い
未
申
告
世
帯
は
、

上
位
所
得
者
と
し
て
み
な
さ

れ
ま
す
。

老
人
保
健
の

高
額
医
療
費

同
月
内
の
診
療
で
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
超
え
た
金
額
が
高
額
医

療
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す

（
表
４
参
照
）。
高
額
医
療
費

の
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
市

か
ら
高
額
医
療
費
申
請
書
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
度
手

続
き
さ
れ
ま
す
と
、
次
回
か

ら
自
動
的
に
高
額
医
療
費
が

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

□問
国
民
健
康
保
険
…
国
保

年
金
課
�
７
１
５
０
―

６
０

７
７
／
老
人
保
健
…
高
齢
者

支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
０

健康は明るい笑顔から　健康は明るい笑顔から 健康は明るい笑顔から 

   ［申請方法］ABの申請方法は下表のとおりです。なお、いず 
れの場合も認定証を病院の窓口に提示してください。 

   ［各認定証の期限］平成17年7月31日 
　　　　　　　　　　※この間に入院した場合に使用可 

※70歳以上の低所得�：世帯主および国保被保険者（老人保健は世帯全員）
が住民税非課税の方 

※70歳以上の低所得�：世帯主および国保被保険者（老人保健は世帯全員）
が住民税非課税で、各種収入等から必要経費・控
除を差し引いた所得が０円となる世帯に属する方 

表1　1日当たりの入院中の食事代（通常1日780円） 

表2　70歳以上の入院（1カ月）費の限度額 

市民税非課税世帯（国保加
入者）等の方と70歳以上で
低所得�の方の自己負担額 

70歳以上で低所得� 
の方の自己負担額 

1日　650円 

1日　500円 
1日　300円 

持　　　ち　　　物 申請場所 

国保加入者  ・保険証 ・入院が90日を超え
た場合には領収書 
・転入者などは、非
課税であることを
証明できる書類 

国保年金課 

老人保健該当者 ・保険証 
・老人医療受給者証 高齢者支援課 

対　　象 

入院日数 

90日まで 

90日を超える入院 
（過去12カ月の入院日数） 

70歳以上の低所得�� 70歳以上の低所得��24,600円 15,000円 

お気軽に参加を（ウオータービクス講習会から）



���������������
���������������

（３） 平成16年８月１日（日曜日） 第１０７１号

母
子
家
庭
等
の
生
活
を
支

援
す
る
児
童
扶
養
手
当
と
児

童
育
成
手
当
の
「
現
況
届
」

を
今
月
二
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
該
当
世
帯
に
は
、

「
現
況
届
」
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
本

人
が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
は
、
毎
年
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
提
出
が
遅
れ
た
り

す
る
と
、
手
当
が
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
＝
８
月
31
日

�
▽
持
参
す
る
も
の
＝
現
況

届
、
届
け
印
、
児
童
扶
養
手

当
証
書（
受
給
者
の
み
）、
養

育
費
等
に
関
す
る
申
告
書
、

送
付
さ
れ
た
案
内
に
記
載
さ

れ
て
い
る
添
付
書
類
▽
提
出

先
＝
子
育
て
支
援
課
※
郵
送

の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん

新
規
申
請
を
随
時
受
け
付
け

母
子
世
帯
等
に
な
っ
た
と

き
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
で
、
養
育
す

る
児
童
が
二
人
以
上
い
る
場

合
は
、
市
の
児
童
育
成
手
当

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

小
学
３
年
生
ま
で
拡
大

９
月
３０
日
ま
で
に
申
請
を

こ
れ
ま
で
、
支
給
対
象
年

齢
が
就
学
前
児
童
と
な
っ
て

い
た
児
童
手
当
が
小
学
校
三

年
修
了
前
（
九
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
ま
で
）
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の

い
る
方
は
、
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

印
か
ん
と
申
請
者
（
養
育

者
）
名
義
の
預
金
通
帳
を
持

参
し
、
市
役
所
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
出
張
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
手
当
の
対
象
は

申
請
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
十
六

年
度
小
学
校
入
学
児
童
〜
小

学
校
三
年
修
了
前
の
児
童
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
申
請
を
す

れ
ば
、
四
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
十
月
一
日
以
降
の

提
出
分
に
つ
い
て
は
、
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び
父

母
等
に
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早

め
に
。

▽
対
象
者
＝
�
第
17
回
特

別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を

受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻

で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に

お
い
て
引
き
続
き
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
�
第
19
回
特

別
給
付
金「
い
号
」国
債
を
受

け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等

で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に

お
い
て
引
き
続
き
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
ま
た
は
、
支

給
資
格
を
有
し
て
い
る
方
▽

請
求
手
続
＝
平
成
18
年
３
月

31
日
ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
９

市では、ごみの分別収集を行っていますが、

プラスチック類のごみの中に紙おむつや生ご

みが混入されるなど、正しい分別が行われて

いないケースが見受けられます。次の

出し方を参考に、ごみは正しく分けて

出しましょう！

集積所はいつもきれいに！
市内のごみ集積所の管理は利用され

る方々に行っていただいています。集

積所は、いつもきれいにしておきまし

ょう。また、集積所ごとに利用される

方が決まっていますので、他の地区の

集積所に出したり、通りがけに捨てる

のはやめましょう。ごみ出しは時間を

守り、収集日の朝8時30分までに出し

てください。

□問クリーン推進課�７１５７－７４

１１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

現
況
届
の
提
出
忘
れ
ず
に

31
日
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ

す
。
申
請
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▽
資
格
要
件
児
童
＝
�
父

母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一

緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児

童
�
父
が
死
亡
し
た
児
童
�

父
が
重
度
（
国
民
年
金
法
の

障
害
等
級
一
級
程
度
）
の
障

害
に
あ
る
児
童
�
母
が
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
�
そ
の
他
※
�
〜
�
と

も
、
児
童
は
18
歳
に
な
っ
て

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
。
所

得
に
よ
る
支
給
制
限
あ
り

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

七
月
一
日
付
け
で
、
次
の

四
人
が
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。▽

氏
名
（
住
所
）
＝
�
米

山
孝
平
（
東
初
石
１
丁
目
）

�
稲
葉
智
江
（
三
輪
野
山
）

�
鏑
木
忠
良
（
駒
木
台
）
�

中
田
聰
子
（
野
々
下
４
丁
目
）

※
委
嘱
期
間
は
、
平
成
16

年
７
月
１
日
〜
平
成
19
年
６

月
30
日

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。□問

秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
３

流
山
市
男
女
共
同
参
画
審

議
会
お
よ
び
流
山
市
立
博
物

館
協
議
会
の
公
募
に
よ
る
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
】

▽
氏
名（
年
齢
）／
住
所
／

略
歴
＝
�
井
上
洋
子
（
48
）

／
野
々
下
５
丁
目
／
主
婦
�

加
藤
啓
子
（
42
）
／
向
小
金

３
丁
目
／
元
会
社
員
�
境
昭

彦
（
73
）
／
駒
木
台
／
元
会

社
役
員
�
牧
尚
輝
（
63
）
／

駒
木
台
／
元
会
社
員
�
村
田

朝
子
（
39
）
／
加
１
丁
目
／

主
婦
※
委
嘱
期
間
は
、
平
成

16
年
８
月
18
日
〜
平
成
18
年

８
月
17
日

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

【
博
物
館
協
議
会
委
員
】

▽
氏
名
（
年
齢
）
／
住
所

／
略
歴
＝
�
池
田
哲
朗（
66
）

／
西
初
石
５
丁
目
／
元
大
学

職
員
�
岩
崎
正
樹
（
69
）
／

松
ケ
丘
４
丁
目
／
元
公
務
員

�
折
戸
直
子
（
28
）
／
平
和

台
４
丁
目
／
元
会
社
員
�

辻
野
弥
生
（
63
）
／
西
初
石

３
丁
目
／
博
物
館
友
の
会
企

画
編
集
委
員
※
委
嘱
期
間

は
、
平
成
16
年
５
月
28
日
〜

平
成
18
年
５
月
27
日

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

毎
週
月
曜
日
に
予
約
制
で
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

児童手当

児童扶養手当
児童育成手当

乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
が
八
月
一
日
か
ら

更
新
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
新
し
い
受
給
券
を
郵

送
し
ま
し
た
。
有
効
期
間
は
、
平
成
十
六
年
八
月

一
日
か
ら
平
成
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
で

す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

な
お
、
有
効
期
間
が
平
成
十
六
年
七
月
末
日
の

受
給
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
子
育
て
支
援

課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
市
民
課
の
各
出
張

所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
２

新しい乳幼児医療費乳幼児医療費 
　  助成受給券助成受給券を郵送郵送 
新しい乳幼児医療費 
　  助成受給券を郵送 

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給 

新しい乳幼児医療費 
　  助成受給券を郵送 

特
別
給
付
金

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給

継
続
支
給 

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給 

戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
　
に 

な 
   

ど 

住民基本台帳カードを発行しています

新しい乳幼児医療費 
　  助成受給券を郵送 

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給 

みんなできれいなまちを 
　身近なことから環境保全 

犬のフンは持ち帰ろう
犬などのペットを飼う方は、他人に迷惑をかけないよう、十分な
気配りとしつけが大切です。飼い主は犬を散歩させるとき、自分の
犬のフンは必ず持ち帰りましょう。また、必ず引き綱を付けて散歩
しましょう。
川にやさしい生活を
川の汚れの主な原因は、生活排水によるものです。「私たちの生
活で使う水を汚さない」ことに心掛け、�流しには三角コーナーを
置き、調理くずなどを入れる�食器の油汚れは、布などでふいてか
ら洗う�台所洗剤は適量を使う―など、川にやさしい生活をしまし
ょう。
野焼きは禁止！
家庭や事業所から出るごみを庭先や空き地で燃やす「野焼き」や
一般家庭の簡易なごみ焼却炉の使用は、禁止されています。ダイオ
キシン類排出抑制の面からも、禁止されている行為はやめましょう。
□問環境保全課�７１５０－６０８３

申請登録手続きは市民課、各出張所で ※手数料500円

「写真なし」カード　　　「写真入り」カード

「写真入り」カードは、身分証明書としても利用
できます。
申請の際は、本人確認の書類（写真入りカード

には顔写真も）をお持ちください。平成16年1月29
日にスタートした公的個人認証サービスを受ける
には、このカードが必要となります。
�問市民課�７１５０－６０７５

紙
お
む
つ 

弁
当
な
ど
の
容
器 

び
ん
類 

汚物を取り除く 新聞紙などで包む 透明性を有する袋に入れ 
て燃やすごみとして排出 

食べ残しを取り除く 容器を軽くすすぐ 透明性を有する袋に入れ 
プラスチック類として排出 

キャップは取り除く 透明性を有する袋に入れ資 
源ごみのびん･缶として排出 

びんの中を軽くすすぐ 

公
募
の
委
員
を
公
表

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
（
公
民
館
の
子
育
て
サ
ロ
ン
か
ら
）



平成16年８月１日（日曜日） （４）

市
と
N
H
K
千
葉
放
送
局

で
は
、
文
化
会
館
開
館
三
十

五
周
年
を
記
念
し
て
、「
俳

句
王
国
」
の
公
開
録
画
を
行

い
ま
す
。
観
覧
ご
希
望
の
方

は
、
お
申
し
込
み
を
。

▽
番
組
名
＝
N
H
K
俳
句

七
月
十
五
日
、
常
盤
松
中

学
校
で
、
地
域
の
社
会
人
を

講
師
に
俳
句
を
学
ぶ
出
前
講

座
が
行
わ
れ
、
四
ク
ラ
ス
の

一
年
生
百
五
十
九
人
が
俳
句

を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
流

山
市
俳
句
協
会
（
水
見
壽
男

会
長
）
の
役
員
４
人
。
授
業

は
、
一
年
生
の
国
語
の
学
習

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
「
蚊
の
音
で

目
を
さ
ま
す
夜
が
　
や
っ
て

く
る
」、「
夏
だ
け
は
　
王
様

と
な
る
　
ボ
ロ
う
ち
わ
」、

「
雨
が
降
り
　
後
日
晴
天

草
茂
る
」、「
麦
わ
ら
帽
　
ト

ン
ボ
に
と
っ
て
は
　
休
憩

所
」
な
ど
、
次
々
に
名
句
を

七
月
六
日
、
市
内
四
カ
所

で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
街
頭
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
た
の

は
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
流
山

駅
前
、
総
武
流
山
電
鉄
平
和

台
駅
前
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
流
山
店
前
、
東
武
野
田
線

の
初
石
駅
前
と
江
戸
川
台
駅

前
。こ

れ
は
、
犯
罪
の
防
止
な

ど
を
目
的
に
毎
年
七
月
に
行

わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
同

運
動
流
山
実
施
委
員
会
が
行

っ
た
も
の
で
す
。

柏
地
区
保
護
司
会
流
山
支

会
（
田
中
彩
子
流
山
支
部

長
）、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
ビ
ッ
グ
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
ア
ン
ド
シ
ス
タ
ー

ズ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
樋
口

洋
徳
会
長
）
な
ど
四
十
二
人

が
、
買
い
物
客
や
下
校
中
の

高
校
生
な
ど
に
、「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
に
ご
協
力

七
月
三
日
、
東
部
公
民
館

で
、
東
部
地
区
自
治
会
長
会

主
催
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま

博
物
館
で
開
催
中
の
企
画

展
「
新
選
組
流
山
に
入
る
」

が
好
評
で
す
。

こ
の
企
画
展
に
合
わ
せ

「
新
選
組
の
子
孫
と
語
る
会
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

新
選
組
を
よ
り
深
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
近
藤
勇
子

孫
・
宮
川
豊
治
さ
ん
と
元
新

人
物
往
来
社
編
集
長
・
大
出

俊
幸
さ
ん
に
よ
る
「
子
孫
が

語
る
新
選
組
」
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
メ
イ
ン
に
、
宮
川
清

蔵
さ
ん
と
大
塚
篤
さ
ん
、
高

鳥
天
真
さ
ん
ら
に
よ
る
「
天

然
理
心
流
演
武
」、
さ
ら
に

テ
レ
ビ
映
画
「
新
選
組
血
風

録
　
流
山
」
も
上
映
し
ま
す
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
大
河
ド
ラ

マ
「
新
選
組
！
」
で
香
取
慎

吾
扮
す
る
近
藤
勇
が
撮
影
で

着
用
し
た
衣
装
の
展
示
、
ド

ラ
マ
で
新
選
組
隊
士
が
着
用

し
た
羽
織
を
着
て
記
念
撮
影

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
隊
士
羽
織
の
展

示
な
ど
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

部
衣
装
担
当
で
流
山
市
在
住

の
熊
谷
晃
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

記
念
撮
影
を
ご
希
望
の
方

は
、
カ
メ
ラ
持
参
で
ご
来
場

下
さ
い
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
に
は
新
選

組
関
連
グ
ッ
ズ
や
流
山
ふ
る

さ
と
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。

夏
の
一
日
、
ご
家
族
お
揃

い
で
「
新
選
組
！
」
を
体
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
８
月
８
日
�
13

時
30
分
〜
16
時
30
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝
1

0
0
0
人
（
先
着
順
）
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

王
国
▽
日
時
＝
10
月
９
日
�

13
時
40
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
出
演
＝
板

倉
卓
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
俳

人
・
神
野
紗
希
さ
ん
ほ
か
▽

観
覧
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
で
左
図
の
よ
う
に
記
入

し
、
９
月
16
日
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
▽
対
象
／
定
員
＝

小
学
生
以
上
／
1
0
0
0
人

（
多
数
抽
選
）

□問
N
H
K
千
葉
放
送
局
�

0
4
3
―

2
2
7
―

7
3
1

1
（
平
日
10
時
〜
18
時
）
／

文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

15

万

人

の

ひ

ろ

ば
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�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�
�
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�

24
自
治
会
と
市
が

話
し
合
い

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

初
の
市
民
農
園

コ
ン
テ
ス
ト

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

ア
テ
ネ
五
輪
バ
レ
ー

の
チ
ー
ム
医
師

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

北
高
カ
ヌ
ー
部
が

国
体
へ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

囲
碁
大
会
で

県
代
表
に
！

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

夏
休
み
は
親
子
で

話
そ
う

俳
句
王
国
の
公
開
録
画

夏休みは博物館へ（企画展から）

〔記入例〕

ドラマ撮影用羽織も着られます

8日、文化会館で

自
作
の
俳
句
も
添
え
て
応
募
を

社
会
人
が
中
学
校
で

俳
句
指
導

お子さんと話していますか

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

観
覧
希
望
者
を
募
集

し
た
＝
写
真
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
こ
れ
ま
で
十
回
開
催
し
、

だ
れ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
テ

ー
マ
で
も
と
い
う
ス
タ
イ
ル

東
部
地
域
二
十
四
自
治
会
の

合
同
主
催
で
、
対
象
は
自
治

会
の
役
員
さ
ん
。
テ
ー
マ
は

東
部
地
域
の
生
活
課
題
を
中

心
に
限
定
し
て
、
道
路
や
緑

地
の
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
約
五
十
人
の
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
、

環
境
問
題
や
交
通
問
題
な
ど

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
提
起
さ
れ
、
役
員
の
方
々

の
司
会
進
行
で
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
十
二
日
、
市
民
農
園

の
出
来
ば
え
を
競
う
市
民
農

園
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
農

内
六
農
園
、
四
百
二
十
九
区

画
を
対
象
に
初
め
て
開
催
し

た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
審

査
員
と
し
て
県
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
の
職
員
、
利

用
者
の
代
表
な
ど
九
人
が
審

査
に
あ
た
り
ま
し
た
＝
写
真
。

六
農
園
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の

今
月
十
三
日
か
ら
ア
テ
ネ

で
始
ま
る
第
二
十
八
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
。
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
に
メ
ダ
ル
や
記

七
月
五
日
、
流
山
北
高
校

三
年
・
溝
口
雄
己
さ
ん
が
、

市
長
室
を
訪
ね
、
国
体
で
の

抱
負
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

六
月
二
十
日
、
小
見
川
町

の
黒
部
川
で
国
体
予
選
が
行

わ
れ
、
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル
の
代
表
を
目
指
し

て
溝
口
さ
ん
が
出
場
。
九
月

十
一
日
か
ら
埼
玉
県
幸
手
市

で
行
わ
れ
る
国
体
に
千
葉
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
は
、
高
校
で
は
銚

子
市
や
小
見
川
町
な
ど
が
有

名
で
、
県
北
か
ら
の
国
体
出

場
は
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、

「
入
賞
を
目
指
し
ま
す
」
と

目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

八
月
は
、
夏
の
「
青
少
年

を
健
全
に
育
て
る
運
動
」
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

夏
休
み
、
た
ま
に
は
テ
レ

ビ
を
消
し
て
家
族
で
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
に
関

す
る
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て

は
お
気
軽
に
青
少
年
指
導
セ

ン
タ
ー
へ

□問
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

相
談
室
�
７
１
５
8
―

7
8

3
０

第
二
十
五
回
少
年
少
女
囲

碁
大
会
全
国
大
会
の
千
葉
県

予
選
が
、
六
月
二
十
七
日
に

船
橋
市
東
部
公
民
館
で
行
わ

れ
、
中
学
生
の
部
で
南
部
中

三
年
の
高
橋
真
澄
さ
ん
が
優

勝
し
、
今
月
三
日
・
四
日
に

日
本
棋
院
会
館
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

す
＝
写
真
。

高
橋
さ
ん
は
、
小
学
校
六

年
生
の
時
に
、
囲
碁
漫
画

「
ヒ
カ
ル
の
碁
」
に
影
響
さ

れ
、
流
山
市
囲
碁
同
好
会

（
陣
内
冨
士
男
会
長
）
主
催

の
市
内
大
会
に
初
め
て
参

加
。
そ
の
実
力
は
、
た
っ
た

二
年
余
り
で
、
囲
碁
暦
二
十

年
以
上
の
大
人
に
も
勝
つ
ほ

ど
急
成
長
。「
碁
盤
の
上
で
、

個
性
と
個
性
が
ぶ
つ
か
り
合

う
と
こ
ろ
が
楽
し
い
」
と
語

る
高
橋
さ
ん
は
、
今
月
二

日
・
三
日
に
同
会
館
で
行
わ

れ
る
文
部
科
学
大
臣
杯
・
第

一
回
小
中
学
生
囲
碁
団
体
戦

録
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
人
気
を
集
め
て

い
る
の
が
、
国
内
で
予
選
が

行
わ
れ
た
女
子
バ
レ
ー
。
あ

の
柳
本
監
督
率
い
る
女
子
バ

レ
ー
チ
ー
ム
に
は
、
選
手
や

監
督
の
他
に
コ
ー
チ
や
ド
ク

タ
ー
が
日
本
選
手
団
と
し
て

一
緒
に
戦
い
ま
す
が
、
こ
の

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
が
流
山
市

内
の
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
医
学
博
士
・
山
口
博
さ
ん

駒
木
台
に
あ
る
北
総
病
院
の

整
形
外
科
医
と
し
て
特
に
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
高
校
生

な
ど
に
人
気
の
先
生
で
す
＝

写
真
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
目

標
は
「
金
メ
ダ
ル
で
す
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し

ょ
う
！

が
ん
ば
っ
て
ま
す
　
ご
声
援
を
！

一
等
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
西
初
石
３
丁
目
農
園
＝

阿
部
久
美
子
（
美
田
）
▽
西

深
井
農
園
＝
橋
川
信
之
（
東

深
井
）
▽
東
深
井
農
園
＝
奈

須
宗
行
（
東
深
井
）
▽
大
畔

農
園
＝
中
村
正
樹
（
東
深
井
）

▽
名
都
借
農
園
＝
矢
竹
徹

（
松
ケ
丘
）
▽
宮
園
３
丁
目

農
園
＝
内
藤
進
（
宮
園
）

※
順
不
同
・
敬
称
略

な
お
、
市
民
農
園
は
、
来

年
二
月
で
三
年
間
の
契
約
期

間
が
終
了
し
、
ま
た
新
た
に

募
集
を
受
け
付
け
ま
す
。
あ

な
た
も
野
菜
作
り
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

発
表
。

俳
人
・
小
林
一
茶
と
そ
の

支
援
者
の
醸
造
家
で
俳
人
だ

っ
た
秋
元
双
樹
と
の
交
流
を

記
念
し
た
一
茶
双
樹
記
念
館

を
持
ち
、
俳
句
愛
好
者
が
多

い
流
山
。
今
夏
は
、
同
協
会

に
よ
る
「
流
山
少
年
少
女
夏

休
み
俳
句
教
室
」
も
公
民
館

な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

〒260-8610

NHK千葉放送局 
「俳句王国」係 

白紙のまま 
（抽選結果を印刷します） 

往信面おもて 返信面うら 

〒270-01□□ 

ご本人様の 
住所 
名前 

住所 
名前 
電話番号 
自作の俳句 
（未発表、1句） 

返信面おもて 往信面うら 
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（５） 第１０７１号

っ
た
も
の
で
す

柏
地
区
保
護
司
会
流
山
支

部
（
中
村
ツ
ル
支
部
長
）
や

東
　
飾
地
区
更
生
保
護
女
性

高
校
生
な
ど
に

「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。

「
携
帯
電
話
に
か
け
る
お

金
を
少
し
本
に
か
け
た
方
が

い
い
」
と
語
る
松
林
経
明
さ

ん
。
本
を
読
ん
だ
り
、
朗
読

を
聴
い
た
り
す
れ
ば
想
像
力

が
養
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
特
に
若

い
世
代
へ
読
書
や
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
勧

め
る
。
「
他
人
を
思

い
や
れ
な
い
想
像
力

の
欠
如
が
問
題
を
起

こ
し
て
い
る
」
と
活

字
離
れ
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
。
今
月
五
日
、

末
期
が
ん
で
妻
を
亡

く
し
た
夫
が
息
子
と

の
葛
藤
を
乗
り
越
え

て
い
く
ま
で
の
小
説
「
遥
か

な
る
葬
送
」（
新
風
舎
）
が

出
版
さ
れ
る
。
小
説
か
ら
ド

ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
ま
で
手
掛
け
、

し
た
羽
織
を
着
て
記
念
撮
影

３
４
３
４

今
月
二
十
四
日
か
ら
は
新
宿

で
「
て
の
ひ
ら
に
夢
の
花
を
」

と
い
う
自
作
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
が
N
H
K
東
京
児
童
劇
団

に
よ
っ
て
公
演
さ
れ
る
。
作

品
に
は
、
夢
や
自
信
を
失
っ

た
若
者
が
再
び
そ
れ
を
取
り

戻
す
に
は
友
だ
ち
の
支
え
が

大
切
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
同
劇
団
の
夏
休
み

公
演
の
上
演
台
本
は
三

本
目
を
迎
え
た
。
流
山

に
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
が
二
つ
あ
り
、
夏
休

み
公
演
な
ど
を
目
指
し

て
、
い
ま
、
練
習
に
熱

が
入
っ
て
い
る
。
劇
団

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

「
そ
こ
に
子
ど
も
が
輝

け
る
居
場
所
が
あ
る
と

い
う
こ
と
」。
流
山
青
年
の

家
は
高
校
演
劇
の
メ
ッ
カ
。

流
山
を
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や

演
劇
が
普
及
す
る
可
能
性
の

高
い
ま
ち
」
と
分
析
す
る
。

「想像力の欠如が問題」と語る松林経明さんイ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月
前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・
場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でする
ようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

釣
洋
一
さ
ん
の
発
見
し
た

「
島
田
魁
日
誌
」
に
よ
る
と

「
そ
の
夜
（
四
月
三
日
）、
土

方
は
附
添
二
人
を
連
れ
て
江

戸
に
走
り
、
大
久
保
一い

ち

翁お
う

、

勝
安あ

房わ

に
会
っ
た
」
と
あ
る
。

土
方
歳
三
は
近
藤
勇
の
助

命
嘆
願
の
た
め
勝
海
舟
に
逢

い
に
行
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に

言
う
大
久
保
一
翁
は
勝
海
舟

と
と
も
に
幕
府
の
最
後
を
支

え
た
人
物
。

今
年
五

月
十
一
日
、

日
野
市
高

幡
不
動
に

お
い
て
川

澄
祐
勝
貫

主
の
英
断

に
よ
り
、

新
選
組
総

慰
霊
祭
が

と
り
行
わ

れ
た
。
一

翁
の
子
孫

・
忠
昭
氏
、

歳
三
の
子

孫
・
陽
子

さ
ん
が
代

表
焼
香
を

さ
れ
た
。

「
相
馬
某
、
大
久
保
、
勝
、

土
方
の
封
書
を
持
っ
て
板
橋

へ
行
き
近
藤
に
渡
し
た
」
と
。

相
馬
某
こ
と
相
馬
主か

ず

計え

は
板

橋
総
督
府
に
行
き
、
近
藤
勇

助
命
嘆
願
の
密
書
を
差
し
出

す
が
、
そ
の
ま
ま
捕
ま
り
脇

本
陣
・
豊
田
市
右
衛
門
方
に

留
置
さ
れ
た
。
す
で
に
近
藤

勇
の
正
体
は
わ
か
っ
て
い

た
。
相
馬
は
近
藤
処
刑
の
四

月
二
十
五
日
に
や
っ
と
釈
放

さ
れ
幕
府
陸
軍
歩
兵
大
隊
と

と
も
に
東
北
戦
線
を
戦
う
。

磐い
わ

城き

久
の
浜
か
ら
白
石
を
経

て
仙
台
に
姿
を
現
し
、
石
巻

で
土
方
歳
三
に
再
会
。

榎
本
艦
隊
に
合
流
し
て
猛

吹
雪
の
な
か
北
海
道
森
町
鷲

の
木
浜
に
上
陸
、
箱
館
戦
争

を
戦
い
抜
く
。

以
来
、
最
後
の
新
選
組
隊

長
と
し
て
指
揮
を
と
り
、
箱

館
山
麓
の

弁
天
台
場

で
孤
立
す

る
が
、
五

稜
郭
か
ら

救
出
に
向

か
っ
た
土

方
歳
三
が

一
発
の
銃

弾
で
馬
上

に
斃た

お

れ
榎

本
武
揚
は

降
伏
す
る
。

戦
後
、
相

馬
は
旧
幕

府
軍
首
謀

者
と
し
て

終
身
流
刑

が
言
い
渡
さ
れ
、
新
島
に
流

さ
れ
た
。
明
治
五
年
秋
、
赦し

ゃ

免め
ん

と
な
り
、
新
島
で
娶め

と

っ
た

マ
ツ
を
連
れ
て
東
京
に
帰
り

蔵
前
に
住
ん
だ
。

あ
る
日
マ
ツ
が
使
い
か
ら

帰
る
と
、
割
腹
自
殺
し
た
相

馬
主
計
が
血
の
海
に
染
ま
っ

て
い
た
。
享
年
三
十
。

カ
ミ
ュ
の
「
異
邦
人
」
を

思
わ
せ
る
最
後
だ
っ
た
。

（
文
／
大
出
俊
幸
）

新
選
組
外
伝 

第５話 
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万

人

の

ひ

ろ

ば

二
年
前
ま
で
は
N
H
K
の
長

寿
番
組
「
中
学
生
日
記
」
の

シ
ナ
リ
オ
も
手
掛
け
て
い

た
。
長
女
が
生
ま
れ
る
と
き
、

「
子
ど
も
の
そ
ば
に
い
た
い
」

と
旅
公
演
中
心
だ
っ
た
劇
団

民
芸
の
舞
台
監
督
に
終
止
符

を
打
ち
、
三
郷
市
文
化
会
館

な
ど
の
舞
台
運
営
に
転
職
。

中
学
生
日
記
で
は
「
長
男
の

受
験
も
、
長
女
の
学
級
通
信

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
シ
ナ
リ
オ

に
し
た
」
と
、
家
族
の
話
題

に
な
る
と
や
さ
し
い
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
る
。
同
番
組
の
関
係

で
、
流
山
の
家
庭
教
育
講
座

な
ど
で
の
講
師
も
。「
一
番

聞
い
て
欲
し
い
と
思
う
よ
う

な
親
た
ち
が
無
関
心
」
と
指

摘
す
る
。
書
く
こ
と
が
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
。
そ
の
テ
ー
マ
は

家
族
や
友
人
、
自
己
肯
定
な

ど
い
つ
も
愛
が
中
心
だ
。
い

つ
か
は
流
山
を
舞
台
に
心
温

ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
―
と

夢
は
広
が
る
。

東
京
都
新
島
村
に
建
立
さ
れ
て
い
る
相

馬
主
計
の
歌
碑

24日から自作ミュージカル

子どもに居場所を

だ
れ
で
も

ど
の
よ
う
な
テ

ー
マ
で
も
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
市
主
催
で
は
な
く
、

ま
し
た

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
市

れ
る
文
部
科
学
大
臣
杯
・
第

一
回
小
中
学
生
囲
碁
団
体
戦

全
国
大
会
へ
の
出
場
も
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

内
の
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
医
学
博
士
・
山
口
博
さ
ん

と
い
う
こ
と
は
意
外
に
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
普
段
は
、

������������
������������流山の果樹園…ぶどう・梨・ブルーベリー

味覚の秋を一足お先に！市観光果樹組合では、ぶ
どうや梨、ブルーベリーのもぎ取りや直売を行なっ
ています。詳細は問い合わせを。
【果樹園名（場所）電話番号】
①鏑木（駒木台）７１５２－４５６８②高城（名
都借）７１４５－６２４７③水代（向小金）７１７
４－４４５１④芳野（古間木）７１５８－４７２３
⑤奥富（東初石）７１５２－０６２３⑥小倉（駒木
台）７１５３－４９１１⑦水野（前ケ崎）７１４
４－７８６３⑧須賀（十太夫）７１５２－０８３９
⑨池田（上貝塚）７１５８－９９８４
※ぶどうは①～⑥、梨は⑤～⑧、ブルーベリーは⑨

流山市青少年相談員連絡協議会では、地元のぶど
うを使ったジャムづくり体験教室を開催します。パ
ンを焼いて、自分でつくったジャムをつけて食べまし
ょう。
▽ 日時＝9月5日�9時30分～12時▽場所＝東部公
民館▽対象／定員＝小学生／20人（先着順）▽参加
費＝100円▽申し込み＝2日から電話で青少年課へ
□問青少年課�７１５０－６１０７

������������
������������地元のぶどうで子どもジャムづくり

つつじ園おもい祭（社会福祉法人まほろばの里主
催）＝8月7日�17時～20時（雨天時8日順延）、つつじ園
グラウンド。入場無料□問つつじ園�７１４７－２９４１
すず虫交換会、無料配布（流山すず虫の会主催）＝8
月8日�13時30分～15時、文化会館。□問坂本�７１５
８－２１８８
プチ・コンセール小さな音楽会（franc主催）＝8月10
日�10時30分～12時、森の図書館。入場無料□問阿部�７
１５３－２３１５
ミュージカル「あたたかい心」（流山子どもミュージ
カル主催、市教委後援）＝8月21日�①13時～、②17時
～、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料1,000円□問
石橋�７１５４－４１０８
ヘルスバレーボール連盟大会（日本ヘルスバレーボー
ル連盟主催）＝8月28日�12時30分～17時、市民総合体
育館。参加費1チーム1,500円、先着15チーム、8日に説明
会□問佐藤�７１５２－６６３３（7日締め切り）

初石けん玉教室＝月2回月曜10時～12時、初石公民館
□問小寺�７１５５－１９１３
琉舞の会（沖縄舞踊）＝毎週月曜18時～21時、南流山
センター□問多田�０７０－５４６７－６１９２
たのしい会（卓球）＝毎週水曜19時～21時、主に南流
山福祉会館□問安居（あぐい）�７１５８－０６９１
大東流合気武道流山支部（合気道）＝毎週水曜19時～
21時、南流山中学校武道場□問石橋�７１５８－５７６４
安来節保存会流山部会（どじょうすくい踊り）＝第

2・4火曜18時30分～20時30分、南流山センター□問山澤�
７１５８－１５３７
エーデルワイス（初級英会話）＝第2・4金曜10時～12
時、森の図書館□問定本�７１５５－８０７３
スーパー初心者英会話＝毎週木または金曜12時～21
時、コミュニティプラザほか□問山田�０９０－６１０
７－１８８７

サ　ー　ク　ル
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8月は経済産業省主唱の電気使用安全月間です。電気は正しく安全に
使いましょう（財）関東電気保安協会　http://www.kdh.or.jp

★印のあるものは市主催のものです 

★
父
と
子
の
体
験
教
室

「
と
と
ろ
く
ら
ぶ
」（
全
５
回
）

▽
日
時
＝
８
月
21
日
、
９

月
18
日
、
10
月
16
日
、
11
月

20
日
、
12
月
18
日
い
ず
れ
も

土
曜
10
時
〜
12
時
（
９
月
18

日
と
11
月
20
日
は
10
時
〜
14

時
）
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
幼
児
お
よ

び
小
学
校
低
学
年
の
児
童
と

そ
の
保
護
者
／
15
組
（
多
数

抽
選
）
▽
内
容
＝
親
子
等
の

ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
と
し
た

体
験
教
室
、
８
月
21
日
の
課

題
は
「
ま
ゆ
で
金
魚
モ
ビ
ー

ル
を
つ
く
ろ
う
」
※
次
回
以

降
の
課
題
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円

程
度
（
材
料
代
）
▽
申
し
込

み
＝
８
月
10
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
東
部

公
民
館
へ
※
全
５
回
の
参
加

が
原
則
で
す

□問
東
部
公
民
館
�
７
１
４

４
―

２
９
８
８
／
�
７
１
４

３
―

３
０
４
３

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の

料
理
講
座

▽
日
程
＝
８
月
10
日
�
10

時
〜
13
時
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
／
20
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
夏
の

さ
っ
ぱ
り
メ
ニ
ュ
ー
▽
参
加

費
＝
７
０
０
円
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
▽
申
し

込
み
＝
８
月
６
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３

８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３

７
★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

▽
日
程
＝
８
月
21
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
／
20
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
本
物
の
ア
ト

リ
エ
で
静
物
や
風
景
を
水
彩

で
描
く
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
水
彩
用
具
、
鉛
筆
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な
ど
▽
申

し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
９
時

か
ら
電
話
で
博
物
館
へ
※
描

い
た
絵
は
、
８
月
24
日
〜
29

日
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
に
展

示
□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
図
書
館
映
画
会

▽
日
時
＝
８
月
11
日
�
・

12
日
�
・
13
日
�
13
時
30
分

〜
16
時
▽
場
所=

中
央
図
書

館
▽
対
象
／
定
員
＝
い
ず
れ

も
小
学
生
以
上
／
各
50
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
映
画

「
Ａ.

Ｉ.

」
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会
（
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
10
月
30
日
�
９

時
30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
市

民
総
合
体
育
館
▽
対
象
＝
子

ど
も
会
単
位
で
参
加
で
き
る

小
学
３
〜
６
年
生
（
１
チ
ー

ム
６
人
以
上
）
▽
参
加
費
＝

１
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

▽
申
し
込
み
＝
８
月
25
日
ま

で
に
電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
７

第
10
回
オ
セ
ロ
大
会
・
南

部
地
区
予
選
（
流
山
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主

催
）▽

日
時
＝
８
月
22
日
�
９

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

流
山
・
流
山
北
・
鰭
ケ
崎
・

南
流
山
小
学
校
区
の
小
学
１

〜
６
年
生
／
各
学
年
８
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
学
年

ご
と
に
対
戦
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
２
日
か
ら

電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
７

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
▽
場
所
＝
あ
ず
ま
学
童
ク

ラ
ブ
（
名
都
借
）
▽
募
集
人

員
＝
１
人
▽
内
容
＝
東
小
学

校
１
〜
３
年
生
の
放
課
後
保

育
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ
�

７
１
４
６
―

８
５
５
８

★
男
女
共
同
参
画
審
議
会

▽
日
時
＝
８
月
18
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
平
成
16
年
度
の
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
推
進

等
に
つ
い
て

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
８
月
17
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
行
財
政
改
革
に
つ

い
て□問

行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
８

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
再
生
品(

家
具)

の
販
売

▽
対
象
家
具
＝
た
ん
す
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
▽
応
募
期

間
／
時
間
＝
８
月
１
日
�
〜

15
日
�
／
９
時
〜
17
時
▽
応

募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
▽
応
募
方
法
＝
応
募
期

間
中
に
プ
ラ
ザ
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
家
具
等
の
内
、
希

望
す
る
も
の
を
申
し
込
み
用

紙
に
記
入
し
、
直
接
プ
ラ
ザ

館
（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
）

窓
口
へ
（
多
数
抽
選
。
結
果

は
当
選
者
の
み
に
通
知
）
▽

引
き
渡
し
方
法
＝
品
物
は
現

金
と
引
き
換
え
で
、
運
搬
な

ど
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
　
童
謡
サ

ロ
ン▽

日
時
＝
８
月
20
日
、
９

月
24
日
、
10
月
22
日
、
11
月

12
日
、
12
月
10
日
、
平
成
17

年
1
月
28
日
い
ず
れ
も
金
曜

10
時
〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝

北
部
公
民
館
▽
対
象
＝
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
▽
内
容
＝

８
月
20
日
は
す
ず
し
さ
を
呼

ぶ
夏
の
歌
（
う
み
、
静
か
な

湖
畔
）
ほ
か
の
合
唱
※
次
回

以
降
の
内
容
は
問
い
合
わ
せ

を
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

□問
北
部
公
民
館
�
７
１
５

３
―

０
５
６
７

★
第
33
回
流
山
市
観
光
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
示

▽
期
間
＝
８
月
９
日
〜
20

日
（
土
・
日
曜
除
く
）
▽
時

間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
20
分

▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
▽
内
容
＝
応
募
作
品

の
展
示
※
皆
さ
ん
の
投
票
に

よ
り
「
流
山
市
民
賞
」
を
決

定
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
い

た
だ
き
投
票
し
て
く
だ
さ
い

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

★
十
太
夫
福
祉
会
館
・
児

童
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
日
の

お
知
ら
せ

高
圧
線
鉄
塔
移
設
に
伴
う

関
連
工
事
の
た
め
、
八
月
九

日
�
は
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
９
／
子
育
て
支

援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８

２
流
山
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
協

力
会
に
３
社
が
新
た
に
加
入

流
山
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
協

力
会
の
新
し
い
会
員
を
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
会
社
名
／
電
話
番
号
＝

①
�
高
村
移
送
サ
ー
ビ
ス

（
野
田
市
蕃
昌
２
５
４
―

17
）
／
�
７
１
２
７
―

５
７

３
５
②
笑
み
り
ぃ
（
柏
市
日

立
台
２
―
１
―
17
／
�
７
１

６
６
―
６
８
８
８
③
	
コ
ム

ス
ン
（
柏
市
明
原
３
―
４
―

18

え
ど
川
ビ
ル
２
階
）
／

�
７
１
４
１
―

５
０
１
３
▽

設
備
内
容
＝
寝
台
車
両
お
よ

び
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
の

乗
降□問

障
害
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
１

手賀沼花火大会
▽日時＝8月7日�19時～20時30分※荒天の場合は8日▽場
所＝①柏会場･･･柏ふるさと公園、北柏ふるさと公園②我孫子
会場･･･手賀沼公園③沼南会場･･･沼南町大井地先
□問テレホンサービス�0180－99－3215／柏市商工課�7167－
1141／手賀沼花火大会実行委員会�7162－3311

このコーナーでは、近くのまちで行われる催し
物の情報を皆さんにお知らせしています。近くま
で出かけたときなどに「ぶらっ」と立ち寄ってみて
はいかがですか。

柏 市 ・ 我 孫 子 市

乳幼児期の子どもを持つ方の交流の場
【子育てサロン】▽日時＝8月27日�10時30分～11
時30分▽場所＝文化会館▽対象／定員＝親子／20組
（先着順）▽内容＝わらべうたのつどい※参加費無料、
申し込み不要
【ひだまりルーム】▽日程＝8月24日・31日の火曜10
時～11時30分▽場所＝文化会館▽内容＝保育ボランテ
ィアグループ｢ひだまり｣のメンバーとの遊びやおしゃ
べりなど※参加費無料、申し込み不要
□問文化会館�７１５８－３４６２

「健康と暮らし」について現代科学の視点から
公民館では、東京理科大学の教授や学生で組織される

「サイエンス夢工房」の開放講座として、「現代科学を楽
しむ～快適なくらしと健康～」を開催します。

【日　　　程】 9月18日～11月27日の土曜（全6回）、14
時～16時（下表参照）

【場　　　所】 東京理科大学野田校舎
【対象／定員】 高校生以上の方／50人（先着順）
【参　加　費】 2,000円（6回分）
【申し込み】 電話で文化会館へ
□問文化会館�７１５８－３４６２

つくばエクスプレス沿線整備区域内の新駅周辺及び西平井・鰭ケ崎

地区の流山都市計画の案について、次のとおり縦覧を行っています。
【都市計画の種類】

①用途地域②高度地区③防火地域および準防火地域

④地区計画（新市街地センター地区、新市街地Ａ地区、新市街地Ｂ地

区、新市街地工業・業務地区、運動公園中央地区、運動公園Ａ地区、

運動公園Ｂ地区、西平井・鰭ケ崎地区）※なお、地区計画における建

築物の敷地面積の最低限度について、原案の150�を135�に変更しま
した
【場　所】 市都市計画課・県都市計画課
【期　間】 8月13日�まで（市は土曜を除く、県は土・日曜を除く）
【時　間】 9時から17時まで
【意見書の提出】

8月13日�までに、市民および利害関係人は意見書を提出することが

できます。

□問 市都市計画課�７１５０－６０８７／県都市計画課�０４３－２
２３－３３７６

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

大
会
・
試
合

資
格
・
求
人

※「幼児グループ」　2・3歳（平成16年4月1日現在）の児童とそ
　の親を対象に、9月から平成17年3月までグループ活動を実施
　します。パンフレットを9月2日・3日の10時～15時まで各児童
　館（センター）で　配布いたします 

駒木台児童館  
�７１５４－４８２１ 

会　　場 日　程　・　催　し　物 

江戸川台児 童 セ ン タ ー 
�７１５４－３０２６ 

向小金児 童 セ ン タ ー 
�７１７３－９３２０ 

思井児 童 セ ン タ ー 
�７１５９－５６６６ 

十太夫児 童 セ ン タ ー 
�７１５４－５２５４ 
野 々  下児 童 セ ン タ ー 
�７１４５－９５００ 
赤城児 童 セ ン タ ー 
�７１５８－４５４５ 

17日�～19日��
20日��

スライム作り 
ビデオシアター 

2日�～31日��夏休み毎日が大会 
（卓球、マンカラ、ドッジボール） 

 4日��
28日��

おばけやしき 
みんなで作ろう楽しい工作 

 6日��
18日�～20日��

子ども映画会 
夏休み工作教室 

2日�～4日��
31日��

夏休み手芸教室 
卓球大会 

 2日��
25日��

人形劇のつどい 
ビデオシアター 

スーパー紙トンボ作り 
人形劇のつどい 

2日�～13日��
24日��

子育て支援センターゆうゆう 
�７１４４－７９２６ 

保健師によるミニ講話と育児相談 
お誕生会 

24日��
31日��

そ

の

他

施
策
会
議
傍聴可

毎回好評を得ている市民ギャラリー。
今月は、3日�から31日�まで、郷土の日
本画家・後藤純男絵画展示を行います。こ
の機会に、ぜひ、ご鑑賞ください。※最終
日は13時まで。なお、土・日曜は閉庁日で
すが28日�と29日�はご覧いただけます
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

【後藤純男絵画展示3日�～31日�】

▽日程＝①8月6日�10時～16時、市
役所②8月6日�9時30分～16時、流山運
転免許センター▽献血のできる方＝16
歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以
上の方は60歳から64歳までに献血経験
がある方）※献血手帳がある方は持参
□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

期　日 テーマ 講　師 

  9月18日 

10月  2日 

10月16日 

11月  6日 

11月20日 

11月27日 

労働と成人病 

教育を読み解く方法 

脳と病気と治療法 

　 

環境調和型製品のすすめ 

 ディーゼル排ガスの健康 への影響 
 

生活習慣病に罹らないた 
めのアロマテラピー 
 

キッコーマン総合病院 
久保田　芳郎　院長 

理工学部 
清水　睦美　講師 

薬学部 
岡　淳一郎　教授 
針灸治療院アロマハピネス 
樽林　佳津美　院長 

NPOたま「地球村」 
千葉　保彦　代表理事 

薬学部 
武田　健　教授 

（都合により変更の場合あり） カリキュラム予定表 

市民ギャラリー 今月の展示
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h
h
h
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h
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（７） 平成16年８月１日（日曜日） 第１０７１号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 市 民 相 談  市 民 相 談 室  

市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

療育相談室（つばさ学園内） 

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

消 費 生 活 相 談  

子供悩みごと相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：00～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：0010日・24日 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

療育相談室 

年 金 相 談  

�7154-4844

療育相談室 
�7154-4844

�7144-7545

社会福祉協議会 

指導課 

流山断酒新生会 

�7159-4735

�7150-6105

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　 13：00～15：40

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

※12日・17日を除く。要電話予約 

 

13：00～16：00毎月第４水曜 
※予約は１週間前までに 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

ハローベイビー 

妊娠5～8カ月の妊婦及び夫対象。母子
健康手帳、筆記用具を持参。運動しや
すい服装で※20日からの参加者は6日ま
でに申し込みを 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　 ９：00～17：00

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

〈　　　　       　  〉 

�7158-1616

13：00～16：30毎月第３水曜 
※要電話予約 

10：00～15：00毎月第３月曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

9：30～15：3013日 
※要電話予約。先着12人 

保健センター 
6日・27日 
　　　12：30～12：50
20日　　9：45～10：00

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

10：00～15：00毎週月曜 

カムカム 
平成15年7月～10月生まれの乳児対象。子
供の歯と食生活について。歯ブラシ、おしぼ
りを持参。定員20組※先着順・要予約 

キッズ 26日　  9：45～10：00 保健センター 

保健センター 20日　  9：30～10：30

モグモグ教室 
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、
器とスプーンを持参。定員20人※先着順・
要予約 27日　 10：15～10：30

25日　 10：15～10：30

東 部 公 民 館  

保健センター 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

23日・24日 
　　　12：45～13：45 保健センター 平成16年4月生まれの乳児対象 

コスモスの会 
 
今月はありません 

今月はありません 

痴呆の家族を介護している方の集いなど
※初めて参加の方は事前に問い合わせを 

未熟児等発達相談 
 
26日　13：00～14：00

12日   13：00～15：00

柏健康福祉センター 
首が座らない、歩かないなどの発達の遅
れが心配な0～1歳児対象※要予約 

療 育 相 談  

 

26日　13：00～14：00 柏健康福祉センター 
整形外科的な心配のある18歳未満の乳幼児・
児童対象。母子健康手帳持参 

女性クリニック相談 
 女性特有の体や心の悩みについて、女性医

師による相談※要予約（専用電話7160-1016） 

心の健康相談 

不 妊 相 談  

 
柏健康福祉センター 

精神障害または疑いなど、心の病で悩んでい
る本人や家族の方対象※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談 

 
柏健康福祉センター 

アルコール問題を抱えている本人や家族の
方対象※要予約 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

18日・19日 
　　　12：45～13：45

6日・9日・18日・23日 
　　　14：00～16：00

2日・16日 
　　　14：00～16：00

柏健康福祉センター 不妊症に悩む夫婦を対象に、産婦人科の医
師による相談※要予約 

保健センター 平成15年1月生まれの幼児対象 

3日・4日  12：45～13：45 保健センター 3歳児健康診査 平成13年5月生まれの幼児対象 

育 児 相 談  
母子健康手帳を持参。今月は1歳以上の幼児
対象※兄弟で1歳未満の児がいる場合は、奇
数月に来所 

むし歯予防教室 
2日・9日・31日 
※時間は申込者に個人通知 保健センター 

2歳2カ月児対象（31日は1・2回参加済みの
幼児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し
込みを 

食 事 相 談  保健センター 生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 
毎週月～金曜 
※時間は申込者に個人通知 

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の
相談など。健康手帳・検診記録カードを持っ
ている方は持参 

成人健康相談 保健センター 26日　  9：30～11：30

リハビリ教室 

疾病・加齢等により心身の機能が低下して
いる方（介護保険認定外者等）を対象に、
日常生活動作訓練等を実施※事前に問い
合わせを 

柏健康福祉センター（柏保健所） 
�7167－1255

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

今月はありません 

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

25日 10：00～ 保健センター 

※転入者などで個人通知が届かない場合は保健センターへ問い合わせを 

休日は、休日診療所をご利用ください。
▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内科、
小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は11時
30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で
診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を
□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
市
長
へ
の

手
紙
や
市
政
へ
の
メ
ー
ル
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
広
聴
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

市
長
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙

の
中
で
、
最
近
多
い
ご
質
問

と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
自
転
車
駐
車
場
の
登
録

証
の
再
交
付
に
つ
い
て

《
質
問
》
自
転
車
駐
車
場
の

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
る

に
は
、
市
役
所
ま
で
行
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
出
張

所
で
も
再
交
付
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
か
。

《
回
答
》
登
録
証
の
再
交
付

に
つ
い
て
は
、
未
登
録
者
等

へ
の
不
正
交
付
を
防
止
す
る

た
め
、
適
正
な
届
出
等
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の

内
容
確
認
を
市
内
二
十
一
カ

所
あ
る
市
営
駐
輪
場
の
申
請

情
報
と
照
合
し
、
一
括
で
台

帳
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
台
帳
は
再
交

付
以
外
に
も
盗
難
車
発
見
な

ど
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
状
で
は
市
役
所
以
外

へ
の
外
部
持
ち
出
し
は
で
き

な
い
状
況
で
す
。
郵
送
に
よ

る
再
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
駐
輪
場
に
お
い

て
登
録
証
交
付
事
務
全
般
・

駐
輪
場
の
一
時
使
用
等
に
つ

い
て
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
が
開
業
す
る
平
成
十
七

年
秋
に
合
わ
せ
、
制
度
の
改

正
を
行
い
ま
す
。

◆
市
内
の
交
通
体
系
に
つ

い
て

《
質
問
》
流
山
市
内
は
交
通

の
便
が
悪
く
、
市
役
所
へ
行

く
に
も
、
駅
に
行
く
に
も
大

変
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
バ
ス
の
よ
う
な
も
の

を
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

《
回
答
》
流
山
市
で
は
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
来
年

の
秋
に
開
業
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
」
で
東
武
野
田
線
と
、

「
南
流
山
駅
」
で
は
Ｊ
Ｒ
武

蔵
野
線
と
結
節
す
る
こ
と
に

な
り
、
新
た
な
鉄
道
網
が
構

築
さ
れ
、
交
通
の
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
す
。

一
方
、
市
内
の
バ
ス
路
線

は
、
十
三
系
統
二
十
路
線
が

あ
る
も
の
の
運
行
便
数
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
こ
れ
を
補
完
す
る
と
と
も

に
、
市
内
公
共
施
設
の
利
用

促
進
を
図
る
目
的
で
、
公
共

施
設
間
循
環
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

来
年
秋
の
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
業
に
よ
り
、
市

内
交
通
体
系
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
バ
ス
路

線
を
中
心
と
し
た
交
通
体
系

の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
が
七
月
十

一
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
も
市
内
三
十
九
カ
所
の
投
票
所
で
、
午
前

七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
、午
後
九
時

か
ら
市
民
総
合
体
育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
当
日
有
権
者
数
（
千
葉
県
選
出
）
は
、
十

二
万
二
千
六
百
七
十
七
人
（
男
六
万
六
百
八
十
五
人
、

女
六
万
一
千
九
百
九
十
二
人
）。
こ
れ
に
対
し
て
投

票
者
数
は
、
六
万
八
千
二
百
二
十
八
人
（
男
三
万
三

千
九
百
七
十
九
人
、
女
三
万
四
千
二
百
四
十
九
人
）

で
、
投
票
率
は
五
十
五
・
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
比
例

代
表
選
出
は
五
十
五
・
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
）。

前
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
率
と
比
較

す
る
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
り
、
県
全
体
の
投
票
率
五
十

一・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
た
期
日
前
投

票
制
度
に
よ
る
投
票
者
数
は
七
千
三
百
六
十
人
（
千

葉
県
選
出
）
で
、
当
日
有
権
者
数
の
六
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。

□問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１

０
０

定期予防接種は流山市の指定医療機関で受けることが原則です
が、かかりつけ医が他市町村にいる方や里帰り出産などの理由によ
り、指定医療機関で予防接種を受けられない方は、県内の医療機関
において接種ができるようになりました。
対象となる予防接種は三種混合、二種混合、麻しん、風しん、高
齢者インフルエンザです。ただし事前に保健センターに申し込みが
必要です。詳細はお問い合わせください。
□問保健センター�７１５４－０３３１

私たちの生活に欠かすことのできない道路。日ごろ何げなく利用
していますが、あまりにも身近な存在であるため、その重要性が見
過ごされがちになっています。
道路は、歩行者や自転車、自動車などを正しく安全に通行させる
施設であり、流通の面でも大変重要な役割を果たしていますが、ほ
かにも次のような機能を備えています。
�道路の地下に水道やガス、下水道、電気、電話などの公共設備
を埋設する収納機能
�火災など、災害時の避難路や消火活動の防災機能
�街路樹を整備し、きれいな街並みを作り、私たちの生活に潤い
を与えてくれる景観機能
�人々のふれあいや憩いの場としてのコミュニティ機能――など。
8月は道路ふれあい月間です。このような役割もった道路を、今一
度見直して一人ひとりがマナーを守って大切に利用しましょう。
□問道路管理課�７１５０－６０９３

道路は重要な都市機能
みんなでルールを守って！

市
長
へ
の
手
紙
か
ら

Q
&A

参議院議員選挙終わる
本市の投票率は55％台

予防接種 市外で受けられる場合も
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

【
事
例
】

数
年
前
に
海
外
旅
行
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ
ケ

ッ
ト
が
格
安
に
な
る
と
い

う
レ
ジ
ャ
ー
会
員
権
と
絵

画
の
契
約
を
Ａ
社
と
結
び
、

約
八
十
万
円
の
ロ
ー
ン
は

支
払
い
済
み
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
○
○

協
会
と
い
う
所
か
ら
電
話

が
あ
り
、
私
が
Ａ
社
に
債

務
不
履
行
が
あ
り
、
こ
の

ま
ま
だ
と
裁
判
に
な
る
と

言
わ
れ
た
。
翌
日
○
○
協

会
に
行
く
と
、「
Ａ
社
の
メ

ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
を
退
会

す
る
に
は
、
七
十
五
歳
ま

で
の
会
費
と
違
約
金
合
わ

せ
て
四
百
万
円
が
必
要
。

今
な
ら
当
社
の
弁
護
士
が

間
に
入
り
、
百
五
万
円
に

減
額
で
き
る
」
と
言
わ
れ
、

安
く
済
む
な
ら
と
思
い
契

約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。
し

か
し
、
冷
静
に
な
っ
て
考

え
る
と
お
か
し
な
こ
と
ば

か
り
で
、
以
前
契
約
し
た

Ａ
社
に
確
認
す
る
と
、「
会

員
は
四
年
更
新
で
、
会
費

未
納
分
を
支
払
え
ば
退
会

で
き
る
」
と
言
わ
れ
た
。

話
が
違
う
の
で
解
約

し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

こ
れ
は
、
典
型
的

な
二
次
被
害
の
事
例

で
す
。
以
前
契
約
し

た
Ａ
社
の
情
報
が
何

ら
か
の
形
で
漏
れ
悪

用
さ
れ
た
も
の
で
、
契
約

書
を
確
認
す
る
と
、
百
五

万
円
の
新
た
な
会
員
権
の

契
約
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

年
数
が
相
当
経
過
し
て

い
る
た
め
、
相
談
者
の
記

憶
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
言
葉
巧
み

に
勧
誘
し
て
き
ま
す
。
こ

う
し
た
勧
誘
は
、
一
切
無

視
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
契
約
し
て
し
ま

っ
て
も
、
電
話
で
の
勧
誘

時
に
本
来
の
販
売
目
的
を

隠
し
て
呼
び
出
さ
れ
て
契

約
し
た
場
合
は
、
ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
に

該
当
し
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
以

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
が
過
ぎ
た
場
合
で

も
、
消
費
者
契
約
法
に
よ

り
契
約
取
り
消
し
を
書
面

で
主
張
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
不
審
な
内
容

の
電
話
を
受
け
た
と
き
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
八
月
十
五
日
の

終
戦
記
念
日
に
合
わ
せ
て
、

広
島
平
和
記
念
公
園
に
市
民

の
手
づ
く
り
に
よ
る
「
千
羽

鶴
」
を
贈
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
役
所
、
図
書
館

な
ど
に
折
り
鶴
を
入
れ
る
箱

夏
休
み
中
は
、
幼
児
・
児

童
の
交
通
事
故
や
事
件
が
多

発
し
や
す
い
時
期
で
す
。

流
山
市
防
犯
協
会
で
は
、

流
山
警
察
署
、
流
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
流
山
防
犯
協

会
連
合
会
、
流
山
交
通
安
全

協
会
、
流
山
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
議
会
、
流
山
市
交

通
安
全
母
の
会
、
流
山
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協

議
会
と
の
共
催
で
、
防
犯
・

交
通
安
全
・
児
童
福
祉
に
関

す
る
啓
発
映
画
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
／
場
所
＝
別
表
の

と
お
り
▽
内
容
＝
「
と
っ
と

こ
ハ
ム
太
郎
の
と
っ
と
こ
大

切
!!
交
通
ル
ー
ル
」
ほ
か
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
当

日
、
来
場
者
に
啓
発
用
品
を

配
布
す
る
予
定
で
す

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間
＝
８
月
６
日

�
ま
で
▽
箱
の
設
置
場
所
＝

市
役
所
、
中
央
図
書
館
、
森

の
図
書
館
、
文
化
会
館
、
北

部
公
民
館
、
東
部
公
民
館
、

八
月
十
五
日
は
、
終
戦
記
念
日
。
戦
争
に
よ
り
尊
い

生
命
を
失
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表

し
、
人
類
の
平
和
を
願
う
日
で
す
。
本
市
で
は
、
昭
和

六
十
二
年
に
恒
久
平
和
を
願
い
「
平
和
都
市
宣
言
」
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
市
で
は
毎
年
、
戦
争
や
被
爆

の
体
験
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

て
い
た
だ
こ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
施
策
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、
広
島
に
千
羽
鶴
を
贈
る

企
画
や
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

広
島
に
千
羽
鶴
を
贈
ろ
う

消費生活センター
�7158-0999

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
会
員
権
の
請
求

初
石
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー広

島
・
長
崎
原
爆

ポ
ス
タ
ー
展

▽
期
間
＝
８
月
２
日
�
〜

16
日
�（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料

ビ
デ
オ
を
見
て
平
和

を
語
る
会

▽
日
時
＝
８
月
29
日
�
14

時
〜
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館

▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
生
と

そ
の
親
／
80
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
ビ
デ
オ
「
一
つ
の

花
」の
上
映
、
戦
争
体
験
者
の

講
話
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※

参
加
者
に
は
記
念
品
あ
り

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
の
方
、
市
内

に
事
務
所
を
置
く
団
体
や

事
業
所
、
学
校
な
ど
。

【
募
集
部
門
】

�
ガ
ー
デ
ン
部
門
…
個

人
の
庭
、
生
け
垣
な
ど
概

ね
３
�
以
上
の
緑
化
。

�
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン

部
門
…
個
人
の
寄
せ
植

え
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
概
ね

３
�
以
下
の
緑
化
。

�
緑
の
街
並
み
部
門
…

道
路
か
ら
見
た
個
人
の
庭

や
生
け
垣
、
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
花
壇

等
の
緑
化
。

第
三
回
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
の
庭
や
生
け
垣
、
寄

せ
植
え
の
ほ
か
、
自
治
会
や
事
業
所
、
学
校
の
花

壇
な
ど
を
写
真
に
撮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
写
真
の
規
格
】

Ａ
４
判
の
台
紙
に
写
真

を
張
る
か
、
直
接
印
刷

（
Ａ
４
判
に
収
ま
れ
ば
組

み
合
わ
せ
写
真
も
可
）。

こ
と
し
六
月
以
降
に
撮
影

し
た
も
の
。
※
写
真
の
版

権
は
主
催
者
に
帰
属
（
返

却
は
し
ま
せ
ん
）

【
応
募
方
法
】

所
定
ま
た
は
自
作
の
応
募

用
紙
に
応
募
部
門
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
植
え
て
あ
る
主
な
植

物
名
（
二
〜
三
種
）、
自
分

の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

一
言
、
写
真
撮
影
日
を
明
記

し
写
真
に
添
え
、
十
月
十
五

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役
所

公
園
緑
地
課
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
。

【
そ
の
他
】

応
募
作
品
は
、
市
民
ま
つ

り
（
十
一
月
三
日
開
催
予
定
）

の
会
場
に
展
示
し
、
来
場
者

の
投
票
に
よ
り
各
賞
（
部
門

ご
と
に
金
・
銀
・
銅
賞
）
を

決
定
し
ま
す
。
※
入
選
者
に

賞
状
と
副
賞
を
贈
呈

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

ビデオ「一つの花」

平和への願いを折り鶴に

平和施策
事業

みんなで考えよう
平和の大切さ

原爆ポスター展やビデオ上映会

夏
休
み
親
子
映
画
会

交
通
安
全
・
児
童
福
祉
を
啓
発

開催など

日本の三大｢ちょうちん祭り｣と日本最大の｢菊人形展｣ 
菊人形展のテーマは新選組！ 

第6回姉妹都市交流俳句回姉妹都市交流俳句ツアー 第6回姉妹都市交流俳句ツアー 
　毎年好評の俳句ツアーを企画しました。あなた
も相馬市の俳句愛好者と交流を深めてみませんか？
奮って、ご参加ください。 

日　　程 
コ ー ス 
 
 
 
 
 
 
定　　員 
締め切り 
申し込み 
 

９月30日�～10月1日� 
 
文化会館（7：00）―東部公民館（7：20）―南流山セ
ンター（7：40）―江戸川台駅西口千葉銀行前（8：00）
―相馬ユートピア（昼食）―中村神社・松川浦（相馬
市民と作句）―相馬ユートピア（泊）　 
相馬ユートピアで句会（終了後に昼食）―流山 
 
40人（最少催行人員30人） 
8月31日�※定員になり次第締め切り 
電話でコミュニティ課へ 

1日目 

2日目 

コミュニティ課 ��７１５０－６０７６ □ 問 

日　　程 
コ ー ス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定　　員 
 
 
 
締め切り 
企　　画 
後　　援 
主　　催 
申し込み 
 

10月4日�～6日� 
 
文化会館（7：00）―東部公民館（7：20）―南流山セ
ンター（7：40）―江戸川台駅西口千葉銀行前（8：00）
―流山IC―大前神社（日本一のえびす様）―益子焼
窯元（昼食・見学）―外池酒蔵（見学・試飲）―福島
市内のホテル（16：00頃）―二本松ちょうちん祭り（見学・
自由夕食・帰りは各自電車） 
ホテル（8：30）―二本松菊人形展（見学）―会津若
松「鶴ヶ城」（自由昼食・見学）―飯盛山（見学）―
相馬ユートピア泊　 
相馬ユートピア（9：00）―原町市立博物館（見学）―
いわき・ら・ら・ミュウ（自由昼食・買い物）―流山IC 
 
30人（最少催行人員）※3人以上のご家族・グルー
プの場合は、1室ご利用になれます。ただし、申し込
み状況により変更の場合あり。2人1室をご希望の
方は相談を 
8月31日�※定員になり次第締め切り 
�流山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
京王観光（国土交通大臣登録旅行業第10号） 
電話で京王観光松戸セールスセンター（０４７－３６６
－１５１１）へ 

1日目 

2日目 

3日目 

コミュニティ課 ��７１５０－６０７６ □ 問 

●料金（税込み、2泊4食） 
60歳以上 大人 

中学生以下 
60歳未満 

32,500円 

33,000円 

中学生以下 31,500円 

34,000円 

33,000円 

●料金（税込み、1泊4食、交通費を含む） 
60歳以上 

60歳未満 
10,500円 
11,000円 

12,000円 市 民 市 外 

市
　
民 

市
　
外 

期　日 
時 　 間 ・ 会 　 場  

10時～12時 14時～16時 

8月2日•� 向小金児童センター 江戸川台福祉会館 

8月3日‚� 森の図書館 

8月4日„� 野々下福祉会館 ケアセンター 

8月5日”� 初石公民館 

8月6日»� 南流山センター 

上映日程および会場一覧表 

第３回

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集

10
月
15
日
ま
で
に
公
園
緑
地
課
へ


